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1.MV-Site にログイン 

 



1. MV-Site にログイン 

 

 MV-Site にアクセス

し、ID とパスワードを入

力して、ログインしてく

ださい。 

 

 協力会社管理

 本社管理者 

 

 現場管理者 

 事務所管理者 



 画面の左にあるナビゲーションバー

で、「事務所情報」をクリックし、事務

所情報の登録と管理することができま

す。 

 新しい事務所を登録する場合、「＋新

規登録」を押して、所属事業所を選択

し、事務所コード（注２）、事務所名そし

て表示順（リストでの表示順位）を入力

し、「確定」ボタンを押せば、事務所の

新規登録は完了です。 

注１： 登録した事務所は、事務所リストで表示し

ます。登録した情報は編集、削除することもできま

す。「表示順」は管理者からご自身で決める順番で

す。 

2. 事務所を新規登録  本社管理者 

 



3. 現場を新規登録 

 

 画面の左にあるナビゲーションバー

で、「現場情報」をクリックし、現場

情報の登録と管理することができま

す。 

 新しい現場を登録する場合、「＋新

規登録」を押して、所属事務所を選択

し、プロジェクト ID、現場名そして

表示順（リストでの表示順位）を入力

し、「確定」ボタンを押せば、現場の

新規登録は完了です。 

注： プロジェクト ID は GS から情報です、正

しい ID 入力してください。 

 

 本社管理者 

 

 事務所管理者 



4. 協力会社管理を新規登録  本社管理者 

 

 事務所管理者 

 現場管理者 画面の左にあるナビゲーションバー

で、「協力会社管理」をクリックし、

協力会社管理の登録と管理することが

できます。 

新しい管理者を登録する場合、「＋

新規登録」を押す、担当現場を選択

し、協力会社コード、協力会社名そし

て表示順（リストでの表示順位）を入

力、「確定」ボタンを押す、管理者の

新規登録は完了です。 



5. ユーザを新規登録 

 

 各事務所・現場の管理者は MV-Site に

ログインできるため、あらかじめユーザ

の新規登録が必要となります。 

 本社管理者アカウントを事前に準備

し、ログインしてから、画面の左にある

ナビゲーションバーの「ユーザ管理」か

ら事務所・現場・協力会社管理者の新規

登録を行います。 

注：ログイン ID、ログイン用のパスワード、氏名、

メールアドレス、権限（どのレベルの管理者）は必須

項目です。 

 

 本社管理者 

 

 事務所管理者 



 新しい現場を登録する場合、「＋新規登録」を

押して、ログイン ID、ログイン用のパスワー

ド、氏名、メールアドレスを入力してください。 

①「権限」  ボタンを押して、所属管理者を選

択してください。 

②「所属事務所」の中に所属事務所を選択し、

「確定」ボタンを押せば、新規登録は完了です。 

注：「権限」は所属管理者の種類です。管理者は４種類の中

から所属している管理者を選択してください。 

5.1 ユーザを新規登録  本社管理者 

 

 事務所管理者 

① 

② 



 作業員管理及び通門を開始する前

に、各設備の登録は必要となりま

す。 画面の左にあるナビゲーショ

ンバーで、「設備管理」をクリック

し、新しい設備の登録を行います。

画面上の「＋設備登録」をクリック

し、所属の現場を選択し、設備名と

本体の裏面に記載しているシールが

確認できた設備の SN 番号（注２）を

入力して、「確定」ボタンを押す

と、設備の登録は完了です。リスト

に設備が表示しない場合、ブラウザ

を再読み込みしてみてください。 

6. 設備を新規登録

注１：登録した設備のステータス欄で「オンライン」になると、設備は正常にオンラ

インで稼働しています。「オフライン」と表示する場合、設備の電源またはネットと

の接続状況をご確認ください。   注２： 設備の SN 番号は MV 設備の SN 番号

です、正しい番号入力してください。 

 

 本社管理者 

 

 事務所管理者 

 現場管理者 



7. 作業員情報を GS から同期 

 画面の左にあるナビ

ゲーションバーで、

「作業員管理」をクリ

ックし、GS のサーバー

から作業員の情報の同

期を行います。 

①画面上の「＋GSから同期」を押せば、サーバーに保存した作業員情報を一括で同期します。 

②同期した作業員情報の写真設定のステータスの確認を行います。「設定済」を表示すると、当該作業員の顔写真は

登録済みになります。しかし、「設定待」と表示すれば、当該作業員は顔写真の登録を行う必要があります。 

③作業員の顔写真の登録が完了する場合、再び①のように同期してください。 

写真設定のステータスを確認した場合、「＋端末に一括同期」を押してください。MV-Site に保存する作業員情報は

登録した設備に同期します。 

 

 本社管理者 

 

 事務所管理者 

 現場管理者  協力会社管理

① ③ ② 



7. 1 作業員情報を GS から同期 

JOB 名 時刻 頻度 画面手動実行有無 

GSへ通門履歴同期 AM3時 毎日 あり 

GSから作業員取得 02分 毎時 あり 

端末へ作業員リスト同期 AM6時 毎日 あり 

端末オンラインステータス取得 5分間隔  あり 

 作業員の情報を端末に同期すれば、通門ま

での準備が整えました。登録した設備で通門

すると、作業員の ID を表示します。 

 

注：③の同期は、一括同期と単独同期の選択があります。「アクション」の「端末に同期」を押せば、個人の情報を同期すること

ができます。 

 



8. 作業員の顔登録 

 

 現場管理者  協力会社管理者

以下の条件を満たす顔写真を登録してください。条件を満たしていない写真については、再登録をお願いする場合が

あります。 

 

注：①「マスクをしたまま顔認証」を行う場合、鼻すじの上部（全体

の１/３程度）を露出するようにして下さい。 

② 白マスクはつけたまま顔認証できますが、一定の確率で顔認証で

きなくなります。その場合、白マスクを外してください。また色付き

マスクは外して顔認証を行ってください。 

③ 認証するときだけマスクを外してください。 

 

いい顔写真の例  

正面を向いて証明写真のよう

に認証をお願いいたします。 

 

 

悪い顔写真の例 

サングラス メガネの反射 前髪に目が隠れる 色付きマスク着用 

①何にもつけない 

②ヘルメットを着ける 

③マスク着用 

④ヘルメットとマスクを

着ける 

顔認証を行う際、顔がなる

べく本体画面と平行するよ

うにしてください。特に身

長の高い方はしゃがんで頭

が設備本体と同じ高さで顔

認証してください。 

 



9. 通門履歴を確認し、GS へ同期 

作業員の通門履歴を管理するのは、「ダッシュボード」と「通門管理」があります。 

ダッシュボードは、当日の体温異常人数、通門記録数と稼働中の設備数を表示します。簡単に当

日の通門状況を把握できます。 

 

 本社管理者 

 

 事務所管理者 

 現場管理者  協力会社管理



9.1 通門履歴を確認し、GS へ同期 

画面の上方に を表示すれば、同期完了です。 

また、「GS に通門履歴同期」を押せば、GS サーバーに通門履歴をアップロードし、GS サーバ

ーでも履歴の確認・管理ができるようになります。 

MV-Site で履歴を確認する前に、端末から通門履歴データを同期する必要があります。「端末から通門履

歴取得」を押せば、インターネットと接続している各設備上の通門履歴は MV サイトに同期します。 

 

 本社管理者 

 

 事務所管理者 

 現場管理者  協力会社管理
 通門管理で、通門した全ての履歴を確認できます。 

 


